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第８章 農地排水等の対策手法検討結果 
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8.1 農地排水対策案の検討結果 

（１）対策の種類 

（※「平成 13 年度干潟排水対策調査検討業務」 報告書Ｐ.404 より抜粋） 

背後地からの排水は、一時的に堤防内の潮遊池、水路に貯留した後、干潮時に排水樋門から澪筋を

通り干潟域へと自然に排水されている。しかし、対象海域のように排水樋門前面の干潟が発達するこ

とにより、排水樋門下流域の澪筋に泥土が堆積し、自然排水能力の低下や排水樋門閉塞による排水不

良を起こしている。 

泥質干潟域の排水不良は、干潟が発達していくため、排水樋門から地区内排水を掃流する河道、海

域までの澪筋が長い地区で顕在化しており、その原因は、浮泥の沈降堆積により澪筋が閉塞し、澪筋

の掃流効果を低下させていくことにある。干潟排水対策の課題は、堤防前面における堆積浮泥をフラ

ッシュさせ、澪筋を正常に維持管理することができる効果を示す対策を検討することにある。平成１

０年３月「干潟（泥干潟）排水対策技術検討資料」では、表 8-1 に示すように①水門操作によるフラ

ッシュ、②機械排水と自然排水兼用の排水樋門、③導流堤の設置の３対策案が提案されている。また、

先の委員会で対策の事例として示した①澪筋内に堆積した浮泥をスクリューにより巻き上げる浚渫

対策、②地区内に貯水した排水を排水樋門より一気に澪筋に排水するフラッシュ対策、③浚渫及び④

機械排水（ポンプの併用）等が排水対策として実施されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、八代海湾奥部は干潟に面した澪に属し、泥質干潟域における干潟排水対策を表 8-2 のように

整理されている。 

 

 

 

表 8-1 排水対策の種類と内容 

※平成 10 年３月 「干潟（泥干潟）排水対策技術検討資料」より抜粋 
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さらに、４省庁合同の八代海北部海域に対する共通認識及び目指す姿に示されている特徴「不知火

干拓の特殊な地形」「干潟地盤の上昇 澪の消失（湾奥部）」から直接的に引き起こされる問題点とし

て「後背地からの排水機能低下」が挙げられている。 

これらの過去の検討結果や問題点、さらには平成 17 年から平成 19 年に延長約千メートルの浚渫工

事を終えた湾奥部の豊川地区の現状を踏まえ、対策案を次に示す。 

表 8-2 泥質干潟域における澪特性と最適な干潟排水対策 
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（２）対策（案） 

案１：澪の浚渫（現状施設相当） 

排水樋門から海面へ内水域の排水ができなければ農地のみならず、宅地、道路、その他公共の

施設へ甚大な被害を及ぼす。そのために、必要最小限の対策として澪の排水機能を回復させる

ために浚渫を行わなければならない。案１の問題点として、①浚渫工事直後は、充分な澪の排

水断面があるが、浮泥堆積のメカニズムで示したように、潮汐による浮泥の巻き上げ、沈降、

圧密沈下の繰り返しにより、わりと短い期間で澪の断面が縮小する。（現象：約２年半前に浚

渫した５号樋門の澪断面が目視で半分以下になっている。想定：５号樋門は浚渫後、樋門が電

動化されていなかったこともあり、フラッシング管理を昨年まで行っていなかった。フラッシ

ング管理をしない場合、５年に１回程度より短い間隔で澪の浚渫が必要な可能性がある。） 

 

案２：澪の浚渫（４号樋門付近のみ） 

豊川地区の樋門は１号から５号まで５箇所に分かれているが、すべて澪を不知火干拓沖合の水

深のある大きな澪まで浚渫を行った場合、案１のように延長が約 2.5ｋｍあるが、案２のよう

に１つの樋門だけ浚渫をする場合、延長が 2.0ｋｍと約 500ｍ短くなる。つまり、浚渫の工事

費用が単純に２割程度軽減できる。 

 

案３：澪の浚渫＋排水施設の統廃合 

案２の対策を可能にするためには、案３に示すように排水施設の統廃合が必要であり、内水域

の新たな排水計画、地元意向の確認が必要である。また、当地区はフラッシングに必要な水量

が、樋門背後の流域面積が五丁川と豊川干拓地を合わせて約 15ｋｍ２と非常に小さいため、充

分でない。そのため、排水先を１箇所にまとめることで、単純計算にはならないが、５倍のフ

ラッシング効果が現れる可能性がある。さらに、樋門と別の場所から排水している３箇所の排

水機場の排水先を樋門の中に引き込むことで、澪が仮に閉塞しても強制排水の力で開かなくな

ったフラップもしくはマイターゲートを再び機能するようにできる可能性がある。 

 

案４：澪の浚渫＋大型タイドプールの設置 

フラッシングのための水量が充分でない場合に講じる他地区で実例のある対策で、潮が満ちた

際に海水を矢板で囲んだプールに貯め、干満差を利用し１日に２回フラッシングすることが可

能で、澪の閉塞するスピードを遅くする効果がある。このプールの規模や設置箇所数等を設定

するためには、潟土の詳細な調査、分析、解析を行う必要があり、検討に時間、労力、費用を

要する。 

 

案５：澪の浚渫＋掻き出し等とスクリューによる潟土除去 

フラッシング管理と並行して行う対策で、澪内に圧密進行して貯まった潟土を人為的に掻き回

し、フラッシュ水で流れる状態にして元の断面を維持していくことができる。この対策も有明

海では行われており、維持管理の労力、費用は要するが、澪の排水機能を長期間維持すること

が可能である。 

 

ここまでの対策は、現状の干潟環境を大きく変化させずに豊川地区の排水機能を低下させない案で

あったが、いずれも、潟土の湾奥に堆積するスピードが速ければ浚渫を行う回数が増えることになる。 

そこで、莫大な費用を要するが、澪の排水機能を河川、排水路と同等のレベルまで整備する思想のも

と、擁立される案が案６，７である。また、監視機器等を使用することによる対策が案８である。 
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案６：澪の浚渫＋潜堤型の大導流堤防 

浚渫した澪の断面の内側に袋詰め捨石等を設置し護岸をすることにより潟土の流入を押さえ、

澪内の流れを良くし、さらに干潟面以上の高さまでＬ型擁壁等で浮泥の進入を防止する機能を

有した捨石を設置することで、浮泥の堆積メカニズムで示したような澪の閉塞を防止する案で

ある。この干潟面以上の部分に設置するＬ型擁壁等で浮泥の進入を防止する機能を有した捨石

の設置高を T.P.；＋1.0m 程度としたものが案６である。 

 

案７：澪の浚渫＋ＨＷＬを超える大導流堤防＋排水樋門 

捨石設置高を朔望平均満潮位 T.P.＋2.10m 程度とし、澪の下流端に浮泥の進入を防止する樋

門を設置したものが案７である。澪内進入する浮泥の量からすると案６より案７が農地の排

水機能として果たす役割が高い反面、澪と干潟を人工構造物で分離することで、現状の干潟

環境を大きく変えてしまう可能性が高くなる。また、末端排水樋門の管理が困難である。 

 

案８：（他案）＋監視（水管理）システム導入 

内水域の水を使ったフラッシング管理をする上で、突然の降雨等で内水位が急上昇した場合に

起こる湛水被害の防止、ならびに内外水位差をリアルタイムに把握しフラッシングによる効果

をより発揮させるためにも必要な設備である。設備費用は、レベル、安全性、確実性等により

多少変動するが、水位計２～３箇所、監視カメラ２台と中央管理所にその設備、モニター等を

配置することで、かなりの効率性、安全性が得られると考えられる。 
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効

果
が

あ
る

が
、

浚
渫

土
に

よ
り

地
形

変
化

の
要

因
と

な
る

。
浚

渫
時

は
海

域
の

濁
り

の
原

因
と

な
る

。

統
合

樋
門

統
合

機
場

｛ 
3
0
年

 ｝
0
.5

8
3
0

0
.0

7
3
6

｛ 
2
0
年

 ｝
2
.2

1

浚
渫

は
、

泥
質

干
潟

の
耕

耘
と

同
様

の
効

果
が

あ
る

が
、

浚
渫

土
に

よ
り

地
形

変
化

の
要

因
と

な
る

。
浚

渫
時

は
海

域
の

濁
り

の
原

因
と

な
る

。

約
4
6

現
在

１
号

・
３

号
は

機
能

し
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

が
今

後
、

内
水

域
の

排
水

計
画

を
見

直
し

た
上

で
、

統
廃

合
計

画
に

対
す

る
地

元
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
既

存
の

事
業

制
度

の
枠

組
み

で
は

対
応

困
難

で
他

省
庁

と
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

浚
　

　
渫

タ
イ

ド
プ

ー
ル

10
0
.0

7
3
6

6
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・
内

水
域

の
排

水
改

善
・

内
水

域
の

排
水

改
善

・
内

水
域

の
排

水
改

善
・

被
害

の
軽

減
、

安
全

性
の

向
上

・
小

型
船

に
よ

る
掻

き
出

し
で

、
堆

積
土

の
除

去
が

可
能

.
・

潮
汐

の
干

満
に

よ
る

浮
泥

の
浸

入
を

軽
減

す
る

。
・

潮
汐

の
干

満
に

よ
る

浮
泥

の
浸

入
を

ほ
ぼ

防
止

す
る

。
・

デ
ー

タ
の

蓄
積

（澪
の

機
能

の
持

続
性

向
上

）
（澪

の
機

能
の

持
続

性
向

上
）

（
澪

の
機

能
の

持
続

性
向

上
）

①
排

水
機

能
・

①
排

水
機

能
・

①
排

水
機

能
・

②
澪

の
機

能
・

②
澪

の
機

能
・

②
澪

の
機

能
・

③
維

持
管

理
・

③
維

持
管

理
・

自
然

排
水

に
よ

る
フ

ラ
ッ

シ
ン

グ
管

理
が

必
要

③
維

持
管

理
・

・
樋

門
管

理
が

困
難

④
干

潟
環

境
・

④
干

潟
環

境
・

④
干

潟
環

境
・

・
・

〈
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
〉

〈
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
〉

〈
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
〉

〈
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
〉

浚
渫

3億
/k

m
×

2ｋ
ｍ

＝
6
億

大
導

流
堤

防
 ＋

 浚
渫

70
万

/m
×

2
,0

00
m

＝
14

億
樋

門
60

億
　

(局
有

明
白

石
樋

門
参

考
）

シ
ス

テ
ム

2億
程

度
大

導
流

堤
防

 ＋
 浚

渫
85

万
/
m

×
2
,0

00
m

＝
17

億
約

7
7
億

〈年
効

果
額

〉
〈年

効
果

額
〉

〈
年

効
果

額
〉

〈
年

効
果

額
〉

億
×

＝
億

水
路

の
耐

用
年

20
年

は
浚

渫
し

な
く
て

い
い

場
合

樋
門

億
×

＝
億

億
×

＝
億

億
×

＝
億

大
導

流
堤

防
 ＋

 浚
渫

億
×

＝
億

計
 約

億

0
.1

2
3
3

既
存

の
事

業
制

度
の

枠
組

み
で

は
対

応
困

難
で

他
省

庁
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

6
0

既
存

の
事

業
制

度
の

枠
組

み
で

は
対

応
困

難
で

他
省

庁
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

0.
07

36
｛ 

20
年

 ｝
1.

25
4
.7

2

｛ 
2
0
年

 ｝
2

泥
質

干
潟

の
耕

耘
と

同
様

の
効

果
が

あ
り

、
環

境
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

泥
質

干
潟

の
耕

耘
と

同
様

の
効

果
が

あ
り

、
環

境
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

干
潟

内
に

捨
石

等
の

異
物

を
設

置
し

、
流

れ
を

長
い

延
長

に
わ

た
り

、
せ

き
止

め
る

た
め

、
予

期
せ

ぬ
潟

土
の

移
動

が
起

こ
り

、
環

境
を

変
え

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

。

干
潟

内
に

捨
石

等
の

異
物

を
設

置
し

、
流

れ
を

長
い

延
長

に
わ

た
り

、
せ

き
止

め
る

た
め

、
予

期
せ

ぬ
潟

土
の

移
動

が
起

こ
り

、
環

境
を

変
え

て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

。

既
存

の
事

業
制

度
の

枠
組

み
で

は
対

応
困

難
で

他
省

庁
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

技
術

的
に

は
可

能
で

あ
る

が
、

多
量

の
捨

石
を

必
要

と
す

る
。

技
術

的
に

は
可

能
で

あ
る

が
、

多
量

の
捨

石
を

必
要

と
す

る
。

施
工

は
容

易

0
.7

4
｛ 

10
年

 ｝
｛ 

10
年

 ｝
0
.2

5
3
.4

7

1
7

フ
ラ

ッ
シ

ュ
水

の
不

足
を

護
岸

に
よ

り
補

う
こ

と
で

機
能

を
維

持
で

き
る

。

自
然

排
水

に
よ

る
フ

ラ
ッ

シ
ン

グ
管

理
が

必
要

フ
ラ

ッ
シ

ュ
水

の
不

足
を

護
岸

に
よ

り
補

う
こ

と
で

機
能

を
維

持
で

き
る

。

他
案

と
の

組
合

せ
で

シ
ス

テ
ム

導
入

す
る

こ
と

で
、

洪
水

に
対

す
る

安
全

性
、

フ
ラ

ッ
シ

ン
グ

管
理

の
利

便
性

が
高

ま
る

。

８
．

（他
案

）
＋

監
視

（
水

管
理

）シ
ス

テ
ム

導
入

案
５

．
澪

の
浚

渫
＋

掻
き

出
し

等
と

ス
ク

リ
ュ

ー
に

よ
る

潟
土

除
去

６
．

澪
の

浚
渫

＋
潜

堤
型

の
大

導
流

堤
防

月
２

回
程

度
の

小
型

船
に

よ
る

維
持

管
理

費
用

が
別

途
必

要

施
工

は
容

易
で

実
績

有
り

や
や

安
定

（
船

に
よ

る
管

理
に

依
存

す
る

。
）

フ
ラ

ッ
シ

ュ
水

が
不

足
し

て
お

り
船

に
よ

る
管

理
に

依
存

す
る

。

自
然

排
水

に
よ

る
フ

ラ
ッ

シ
ン

グ
管

理
に

合
わ

せ
、

船
に

よ
る

掻
き

出
し

が
月

２
回

程
度

必
要

。

泥
質

干
潟

の
耕

耘
と

同
様

の
効

果
が

あ
り

、
環

境
に

与
え

る
影

響
は

小
さ

い
。

月
２

回
程

度
の

小
型

船
に

よ
る

維
持

管
理

費
用

が
別

途
必

要

経
済

性

｛ 
30

年
 ｝

0.
0
73

6
6

0
.1

2
3
3

0
.0

5
7
8

1
.0

3
1
4

備
考

７
．

澪
の

浚
渫

＋
H

W
L
を

越
え

る
大

導
流

堤
防

＋
排

水
樋

門

安
定

（
海

域
か

ら
の

浮
泥

の
浸

入
が

若
干

あ
る

が
堆

積
は

少
な

い
。

）

図

特
徴

施
工

性

改
善

点

安
定

（
海

域
か

ら
の

浮
泥

の
浸

入
が

若
干

あ
る

が
堆

積
は

少
な

い
。

）

L
=2

km
L
=2

km


